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在宅医療窓口
◇「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
　りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

◇「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行って
　いる歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

おとなの健康
健康相談 (要申し込み)
日 時　2月23日㈮　
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場 所　保健センター
対 象　 食事や運動など健康に関する生活習慣につ

いて相談したい方
そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

こころの相談 (要申し込み）
日　　時　2月21日㈬
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 いつも不安、夜眠れない、生活のリズムが

乱れている、自分の性格や人間関係に悩ん
でいるなど、心に悩みのある方

そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

生活習慣病予防講座
日　　時　 ３月１日㈭午後２時（午後１時30分から受

け付け）
場　　所　保健センター 2階ホール
内　　容　 講話「基礎から学ぶ生活習慣病」、塩分濃度の

異なるみそ汁の飲み比べ、ながちか体操
定　　員　30人

お済みですか  予防接種
～次の予防接種の期限は3月31日㈯まで～
麻しん風しん混合予防接種　
対　　象　 
平成23年4月2日～平成24年4月1日生まれの方

高齢者肺炎球菌定期予防接種
対　　象　 
次の①または②に該当し、これまでニューモバックス
NP(23価肺炎球菌筴膜ポリサッカライドワクチン)の
接種を受けていない方
① 昭和27年4月2日～昭和28年4月1日生まれの方
　昭和22年4月2日～昭和23年4月1日生まれの方
　昭和17年4月2日～昭和18年4月1日生まれの方
　 昭和12年4月2日～昭和13年4月1日生まれの方
　昭和7年4月2日～昭和8年4月1日生まれの方
　昭和2年4月2日～昭和3年4月1日生まれの方
　大正11年4月2日～大正12年4月1日生まれの方
　大正6年4月2日～大正7年4月1日生まれの方
② 接種日現在、60歳以上64歳以下の方で、心臓、腎
臓または呼吸器の機能に重度の障害(身体障害者手
帳1級程度)のある方、またはヒト免疫不全ウイル
スにより免疫機能に障害がある方

地域医療ネットワークシンポジウム
　地域医療の現状や医療連携の必要性などを伝えなが
ら、地域医療を守るために一人一人がしなければなら
ないことや、医療連携の普及に必要なことなどを参加
者の皆さんと一緒に考えます。ぜひ、ご参加ください。

日　　時　 2月24日㈯午後1時30分開演(午後1時
開場)

場　　所　 カルスタすぎと(北葛飾郡杉戸町大字大島
477―8)

内　　容　
【第1部：基調講演】　　　　　　　　　　　　　　　
テ ー マ　医療連携の必要性について（仮）
講　　師　三島秀康さん(東埼玉総合病院長)
【第2部：パネルディスカッション】
テ ー マ　 「とねっと」を活用した地元開業医と近隣中

核病院との連携に関すること（仮）
出　　演　 協議会会長、東埼玉総合病院長、山根医院

院長 他
定　　員　300人
参 加 費　無料
主　　催　埼玉利根保健医療圏医療連携推進協議会
共　　催　埼玉県
そ の 他　事前の申し込みは不要です。
問い合わせ　加須市医療体制推進課☎0480―63―0882

休日や夜間の急な病気やけがで困ったときは

期　日 医療機関名 電話番号
2月18日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
2月25日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
3月 4日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
3月11日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

【病院に連れて行こうか迷ったとき、受診できる医療
機関を知りたいとき】
① 全国共通ダイヤル#7119
　 ※ ダイヤル回線、IP電話、PHSの場合は☎048―

824―4199
　※次の番号からも電話をかけられます。
　　○大人の救急電話相談　#7000
　　○ 小児救急電話相談　#8000または☎048―

833―7911
　 急な病気やけがに関して、看護師の相談員が医療機
関を受診すべきかどうかなどをアドバイスしますの
で、判断に迷ったときはお電話ください。

　相談時間　毎日24時間
②行田市消防署　☎550―2123

【誤飲や誤食をしたとき】　
① つくば中毒110番 ☎029―852―9999（午前9時
～午後9時）
② 大阪中毒110番 ☎072―727―2499（365日24
時間対応）

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 2月22日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時から受け付け）
対　　象　平成29年12月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します。
内　　容　 4カ月児健診受診票の配布と健診の受診方

法や予防接種・育児に関する説明

離乳食教室（初期）（要申し込み）
日　　時　 3月6日㈫午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け）
対　　象　4～ 6カ月のお子さんとその保護者

離乳食教室（後期）（要申し込み）
日　　時　 3月7日㈬午前10時30分～11時30分（午

前10時15分から受け付け）
対　　象　9～ 11カ月のお子さんとその保護者

10カ月児相談（申し込み不要）
日　　時　 2月23日㈮午前10時～ 11時30分（午前

9時30分から受け付け）
対　　象　平成29年4月生まれのお子さんとその保護者
　　　　　※対象者には通知します。
内　　容　 身体測定、赤ちゃんと遊ぼう（赤ちゃんと

の遊びの紹介）、幼児期を迎える準備の話
（予防接種、栄養、育児、歯科保健など）、
運動発達、食事、育児などの相談

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　2月27日㈫午前9時30分～ 11時30分
対　　象　 就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診　
健 診 名　1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、3歳児健診
そ の 他　 転入されたお子さんで、前住所地で受診して

いない方は保健センターにご連絡ください。

※いずれも場所は保健センター
※4カ月児健診は市内指定医療機関での個別健診になります。

子どもの健康
【休日急患診療】

検（健）診の受け忘れはありませんか
～2月28日(水)まで～

歯周疾患検診
対　　象

受診方法　
① 上記年齢に該当し、お手元に受診券はがきをお持ちでない
方は保健センターへ申し込みください。

② 受診券はがきのある方は、指定医療機関へ予約してください。
内　　容　 口

こうくう
腔内検査(現在歯・喪失歯・歯肉の状況)、口腔

清掃状態の診査
費　　用　500円

肝炎ウイルス検診
対　　象　 昭和53年4月1日以前に生まれた方(今までに検

診を受けたことがある方を除く)
受診方法　 保健センターへ申し込み、送付された受診票を持

参の上、指定医療機関で予約してください(指定医
療機関一覧は受診票に同封)。

内　　容　血液検査　　　
費　　用　500円

ヤング健診
対　　象　 ① 昭和53年4月2日～平成14年4月1日生まれの

方で、職場などで健診機会のない方(学生を除く)
　　　　　②①以外の年齢で生活保護受給中の方
受診方法　 保健センターへ申し込み、送付された受診票を持

参の上、指定医療機関で予約してください(指定医
療機関一覧は受診票に同封)。

内　　容　 身長・体重測定、血圧測定、血液検査、尿検査など
費　　用　1,000円

がん検診

※年齢は平成30年3月31日現在
※医療機関は「保健センターのお知らせ」をご覧ください。

受診方法　胃内視鏡検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、
子宮がん検診は医療機関へ予約してください。乳がん検診は、
保健センターへ申し込み、送付された受診はがきを持参の上、
指定医療機関で予約してください(クーポンはがきがある方
は、指定医療機関へ直接予約可)。

そ の 他　
・ 胃内視鏡検診以外は、70歳以上の方、生活保護受給中およ
び特定中国残留邦人等で支援給付を受けている方、市民税
非課税世帯の方は無料です。

・ 胃内視鏡検診は、生活保護受給中および特定中国残留邦人等で
支援給付を受けている方、市民税非課税世帯の方は無料です。
・ 市民税非課税世帯の方は検診予定日の2週間前までに保健
センターで申請が必要です。

対象年齢 生年月日
40歳 　昭和52年4月2日～昭和53年4月1日
45歳 　昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
50歳 　昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
55歳 　昭和37年4月2日～昭和38年4月1日
60歳 　昭和32年4月2日～昭和33年4月1日
65歳 　昭和27年4月2日～昭和28年4月1日
70歳 　昭和22年4月2日～昭和23年4月1日

検診の種類 対　象 費　用
胃内視鏡検診  40歳以上の方  3,000円
大腸がん検診  40歳以上の方  500円
前立腺がん検診  50歳以上の男性  500円
子宮がん検診  20歳以上の女性  800円または1,000円
乳がん検診  40歳以上の女性(2年に1回)  800円
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　2月5日㈪・13日㈫・19日㈪・26日㈪・ 　
　　　　　28日㈬、3月5日㈪・12日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。

・ 絶望の歌を唄え　堂場瞬一／著
・ 住みたい間取り 自分でつくる快適空間　木村文雄
／著
・ にんじん、たまねぎ、じゃがいもレシピ　山田英季
／著
・ サメってさいこう！オーウェン・デイビー／作、越
智典子／訳、佐藤圭一／日本語監修
・こども日本の歴史　齋藤孝／著
・ ふしぎなどうぶつランド　高畠純／え、斉藤洋／お
はなし

新　着　図　書

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

＜DVD＞
・TOP HAT
・ うっかりペネロペ 
　楽しくて大忙し編
・いぬのえいが

＜CD＞
・PEACE OUT
　（竹原 ピストル）
・SPLASH☆WORLD
　（miwa）
・クライメート・チェンジ
　（ピットブル） 

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

2月18日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

2月24日㈯午前11時 おはなしタンバリン

3月3日㈯午後2時 おはなしの会

3月10日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
2月21日㈬、3月14日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネ
ルシアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員ぴよぴよおはなし会 3月4日㈰
午前11時～11時30分

絵本、紙芝居、素話
(ストーリーテリン
グ)など

４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 3月4日㈰午後2時 絵本の読み聞かせ、
工作、折り紙など 小学生

英語のおはなし会 3月11日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本
の読み聞かせ

幼児・小学生
高橋貴子さん

子ども映画会 2月17日㈯午後2時 トゥイーティー 
ネコとネズミの赤ずきん 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 2月25日㈰午後1時30
分(午後1時10分開場)

オペラ座の怪人
(洋画：75分)
出演：ロン・チャニー、
メアリー・フィルピン
他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員 「みらい」
映像ホール

ブックスタート 2月21日㈬　
午前10時～正午

絵本の読み聞かせ、
育児のアドバイス、
絵本セットの手渡し

平成29年1月1日～
8月31日生まれのお
子さんとその保護者
※母子健康手帳を必
ずお持ちください。

NPO法人
子育てネット行田

図書館
ミーティン
グルーム

1819

今月のおすすめ新着DVD・新着CD

※ブックスタートで絵本セットを受け取りに来られなかった方は、図書館までご連絡ください。

児童センター臨時休館のお知らせ

　現在、「南河原地区」および「熊谷市の妻沼地区」のし
尿および浄化槽汚泥は、本市と熊谷市が組合市とな
る妻沼南河原環境施設組合の妻沼南河原環境浄化セ
ンターで処理を行っていますが、3月31日をもって、
本市が同組合から離脱し、組合は解散します。
　4月1日から、同センターは熊谷市が管理運営を行
い、同市の妻沼地区のし尿および浄化槽汚泥の処理
をすることになります。また、南河原地区のし尿お
よび浄化槽汚泥は、行田市環境センターで処理する
ことになります。

解散に伴う説明会を開催します
▶日時　2月18日㈰午前10時
▶場所　南河原公民館

▶ 問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

妻沼南河原環境施設組合
が解散します　児童センター外テラスの人工芝張替工事を行うため、2月

12日㈪は臨時休館します。ご迷惑をお掛けしますが、ご理
解とご協力をお願いします。

▶ 問い合わせ　同センター☎554―5706または子ども未来
課子ども未来担当（内線262）

「大人のための朗読会」の春の特別版を開催します。
▶日　　時　3月13日㈫午後2時～ 3時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶定　　員　30人
▶内　　容　
　『回想電車』　赤川次郎／著
　『人情噺』　織田作之助／著
　『凛とした女の子におなりなさい』　阿久悠／著
▶協　　力　行田朗読の会
▶申し込み　不要

春のミニ朗読会

ぬいぐるみお泊まり会
　お気に入りのぬいぐるみを１日だけ図書館にお泊ま
りさせてみませんか。一緒に読み聞かせに参加した後
にぬいぐるみたちをお預かりします。ぬいぐるみたち
は図書館でどんな生活をするのでしょうか。

▶日　　時　 3月3日㈯午後4時集合、4日㈰午前10
時お迎え

▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶定　　員　 10人(定員を超えた場合は抽選。参加

が決定した方には2月
18日㈰までにお知らせ
します）

▶申し込み　 2月6日㈫～ 12日㈪に
直接または電話で同館

ごみ問題を考えるつどい
▶ 日時　2月17日㈯午後1時30分　
▶場所　「みらい」文化ホール
▶ 内容　松崎仁子さん（埼玉県環境アドバイザー）による講演
「多様化する生活、多様化するごみ」
▶入場料　無料　
▶主催　行田市衛生協力会連合会
▶ 申し込み・問い合わせ　2月9日㈮までに電話またはFAX
で同会事務局（環境課内）☎556―9530【FAX】553―
0792

埼玉県最低賃金が改定されました
　平成29年10月1日から埼玉県最低賃金が時間額871円に改定されました。
　この最低賃金は、年齢に関係なく、パートや学生アルバイトなどを含め、県
内全ての労働者が対象になります。使用者も労働者も、賃金が最低賃金以上に
なっているか、必ず確認しましょう。なお、産業により、特定(産業別)最低
賃金が定められているものがあります。
▶ 問い合わせ　埼玉労働局賃金室☎048―600―6205または行田労働基準監
督署☎556―4195

県北総合相談センター出張法律相談会
▶ 日時　3月15日㈭午後1時30分～ 4時30分　
▶ 場所　深谷市男女共同参画推進センター（Ｌ・フォルテ）ハナミズキB（深
谷市上柴町西4―2―14・キララ上柴内）　

▶ 相談内容　相続、遺言、登記、債務整理、成年後見、不動産の名義変更など
▶ 相談方法　面談相談（1組1時間、要予約）　
▶ 相談料　無料　
▶ 主催　埼玉司法書士会　
▶ 申し込み　総合相談センター☎048―838―7472　
▶ 問い合わせ　同会事務局☎048―863―7861

ラグビーワールドカップ
2019™チケットの
開催都市住民先行

抽選販売が開始されます
　ラグビーワールドカップ2019日本大
会の開催都市住民先行抽選販売が開始さ
れます。県民の方は、熊谷ラグビー場で
開催される3試合の先行抽選に申し込め
ます。

▶申込期間　3月19日㈪～ 4月12日㈭
▶抽選結果発表　4月26日㈭
▶ その他　抽選にはチケットIDの登録が
必要です。詳しくは、公式チケットサ
イト(tickets.rugbyworldcup.com)を
ご覧ください。
▶ 問い合わせ　県ラグビーワールドカッ
プ2019大会課☎048―830―6870
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相手の動きを読み勝利の一手を

ヤマタノオロチが古代蓮の里に出現

行田らしい食事が健康につながる

子どもから大人まで新年の初笑い

節目の年
平成30年へのカウントダウン

　1月17日、VIVAぎょうだで「健康レシピ発表会」が行われ
ました。
　これは、地元農産物などを使い健康につながる行田らしい
メニューとして、市内飲食店が提供する食事について一定の
条件を満たしたものを「健康レシピ」として認定するもので
す。この日は、行田市健康レシピ開発委員会のメンバーらに
よる試食を実施。創意工夫されたサラダランチや食塩量を3
グラム以下に抑えた豆腐ハンバーグなど16品が健康レシピ
に認定され、14店舗に認定ステッカーが贈呈されました。

　平成29年12月23日から3月25日にかけて、古代蓮の里で巨
大なわらアートが展示されています。
　今年のテーマは田んぼアートで描かれたスサノオノミコト
の伝説に登場する8つの頭を持つ「ヤマタノオロチ」。高さ約6
メートル、全長約16メートルにもなる作品で、大きく開けた口
から内部に入り、通り抜けることが出来ます。わらアートを見
にきた子供たちは、内部を駆け抜けたり、触ってわらの感触を
楽しんだりと巨大なアートを体全体で楽しんでいました。

　1月5日、商工センターパブリックホールで新春のぼ一座に
よる劇「足袋蔵の町に鼠小僧現る！」が開催されました。
　忍城おもてなし甲冑隊のパフォーマンスを演出している野
原のぼさんが中心となり、子どもから大人まで楽しめる時代
劇を熱演。コミカルな動きや台

せりふ
詞まわしに観客からは笑いが

起こっていました。最後はお菓子が振る舞われ、楽しい初春と
なったようです。

　12月31日、忍城址の鐘楼を中心に毎年恒例となって
いる「行田ゆく年くる年」が開催されました。午後11時
30分過ぎから鐘つきが始まり、年が変わる10秒前から
は、忍城おもてなし甲冑隊らがカウントダウンを開始。
新年になった瞬間、大勢の来場者から歓声が湧き、平成
30年の幕開けを喜びとともに迎えていました。

　1月1日、古代蓮会館では毎年恒例となっている古代蓮
会館迎春企画タワーからみんなで見よう 「初日の出」が開
催されました。
　当日の朝の気温は氷点下1.6度。午前6時55分ごろ、か
すみがかった景色の中、空をオレンジ色に染めながら真っ
赤な太陽が昇り始めました。高さ50メートルの展望室で
は、初日の出を心待ちしていた70人の来館者たちの歓声
と携帯電話のカメラのシャッター音などが響き、新年の幕
開けを喜ぶたくさんの笑顔があふれていました。

　1月13日、第32回行田市少年少女将棋大会が中央公民館
で行われました。
　この大会には、市内の小・中学生80人が参加。出場者は真
剣な表情で盤に向かい、相手の動きを読みながら勝利への
一手を模索していました。試合後は、学年や学校の違いを越
えて戦法や駒の動かし方などの話をし、交流を深めていまし
た。また、和田あき女流初段による指導対局もあり、出場者
にとって将棋の腕を磨く良い機会となりました。

新年の喜びを写真に収める

地域防災を担う勇姿を披露

写写写
真 GYODA CITY

PHOTO STUDIO真

　1月6日、産業文化会館・市役所前および水城公園で平成
30年行田市消防出初式が開催されました。
　正午のサイレンを合図に式が始まり、厳粛な雰囲気の中、
消防職団員による服装規律点検や消防自動車分列行進など
が行われました。また、北部第8分団と南部警備隊による消
防操法模範演技では、団員らが一糸乱れぬ動きで放水を披
露。地域防災を担う勇ましい姿に、詰め掛けた人々から惜
しみない拍手が送られていました。
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満
23
歳
以
下
の
青
年
を
対
象
に
日
本
の
文
化
や
も
の

づ
く
り
の
技
術
を
競
う
技
能
五
輪
大
会
。
第
55
回
の
全

国
大
会
が
昨
年
11
月
に
栃
木
県
で
開
か
れ
、
42
職
種
あ

る
競
技
の
う
ち
「
自
動
車
板
金
」
で
優
勝
し
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
大
野
諒
雅
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
進
修
館
高
等
学
校
在
学
中
か
ら
先
輩
の
影
響
で
、
技

能
五
輪
の
存
在
を
意
識
し
始
め
た
と
い
う
大
野
さ
ん
。

卒
業
後
に
株
式
会
社
ス
バ
ル
群
馬
製
作
所
に
入
社
し
た

大
野
さ
ん
は
、
日
々
職
場
で
指
導
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
自
動
車
板
金
の
練
習
を
行
う
な
ど
、
板
金

技
術
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
27
年
に
同
大

会
に
初
め
て
出
場
し
敢
闘
賞
を
、
翌
年
の
大
会
で
は
銀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
大
野
さ
ん
が
挑
戦
し
た
自
動
車
板
金
と
は
、
事
前
に

与
え
ら
れ
た
図
面
を
も
と
に
、
1
枚
の
平
鋼
板
か
ら
自

動
車
車
体
を
モ
デ
ル
化
し
た
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
複
雑
な
曲
面
形
状
の
製
品
を
、
ハ
ン
マ
ー
な
ど
を
用

い
て
手
加
工
で
成
形
、
溶
接
し
組
み
立
て
る
も
の
。
競

技
に
は
7
時
間
と
い
う
制
限
時
間
が
設
け
ら
れ
て
い
る

た
め
、
時
間
配
分
が
難
し
い
そ
う
で
す
。
こ
れ
ま
で
2

回
の
大
会
に
出
場
し
た
経
験
か
ら
、「
心
・
技
・
体
」

が
そ
ろ
わ
な
い
と
優
勝
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
実
感
し

た
大
野
さ
ん
は
、
過
去
の
課
題
に
熱
心
に
取
り
組
み
技

術
を
高
め
た
だ
け
で
な
く
、
本
番
を
想
定
し
大
勢
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
前
で
訓
練
を
行
う
な
ど
、
集
中
力
を
養

い
精
神
面
の
強
化
も
心
掛
け
ま
し
た
。
つ
い
に
、
こ
れ

ら
の
努
力
が
報
わ
れ
、
全
国
大
会
に
出
場
し
た
25
人
の

選
手
た
ち
の
頂
点
に
立
っ
た
の
で
す
。

　
大
野
さ
ん
の
職
場
で
は
20
年
間
技
能
五
輪
に
挑
戦
し

続
け
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
金
メ
ダ
ル
受
賞
は
職
場

と
し
て
も
初
め
て
の
快
挙
と
な
り
、
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
そ
の
成
果
を
た
た
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
最

近
で
は
仕
事
の
合
間
を
縫
っ
て
母
校
を
訪
れ
、
生
徒
を

前
に
自
動
車
板
金
の
基
礎
を
披
露
し
て
い
る
と
の
こ

と
。「
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
高
校
の
先
生
に

は
ど
ん
な
状
況
で
も
諦
め
な
い
こ
と
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
技
術
を
伝
え
る
こ
と
で
母
校
に
少
し
で
も
恩
返
し

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。
1
月
か
ら
試

作
車
の
製
作
な
ど
開
発
関
係
の
業
務
に
携
わ
っ
て
い
る

と
い
う
大
野
さ
ん
は
「
技
能
五
輪
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
を
仕
事
に
生
か
す
の
は
も
ち
ろ
ん
、
人
と
し
て
の
マ

ナ
ー
や
振
る
舞
い
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」
と
力
強

く
話
し
、
熱
い
思
い
を
胸
に
技
術
者
と
し
て
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

株式会社イズミ
それぞれの思いに寄り添った整理を目指して

 

谷
郷 

柳
瀬
　
　
久

余
生
な
ど
無
き
人
生
や
初
仕
事

 

棚
田
町 

春
田
　
枕
流

境
内
の
闇
よ
り
ぬ
っ
と
出
る
熊
手

 

富
士
見
町 

金
井
し
づ
子

湯
豆
腐
の
土
鍋
の
耳
が
ひ
び
き
あ
う

 

忍 

大
澤
　
由
子

初
雪
や
音
な
く
重
く
夜
の
闇

 

藤
原
町 

斎
藤
雄
次
郎

寒
星
や
黒
髪
凛
と
納
棺
師

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

紅
葉
且
つ
散
る
渓
谷
の
駅
舎
か
な

 

谷
郷 

羽
石
　
芳
道

独
り
酒
鬼
籍
の
母
と
除
夜
の
音
と

 

持
田 

荻
原
　
義
久

根
岸
か
ら
歩
い
て
田
端
晦
日
蕎
麦

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

母
の
遺
影
く
す
ぐ
る
よ
う
に
煤
払

 

荒
木 

森
田
　
　
静

父
の
所
作
見
よ
う
見
真
似
の
注
連
飾
り

 

南
河
原 

中
原
　
定
子

安
寧
を
願
い
て
打
つ
や
除
夜
の
鐘

 

西
新
町 

青
木
　
泰
山

父
母
は
何
処
に
お
わ
す
冬
銀
河

 

長
野 

𠮷
田
　
正
子

手
際
よ
く
夫
と
分
け
合
う
年
用
意

 

持
田 

伊
藤
　
洋
子

目
を
病
み
て
ラ
ジ
オ
た
よ
り
の
師
走
か
な

 

須
加 

長
谷
　
　
恒

病
癒
え
美
酒
を
あ
お
り
し
雪
の
宿

 

渡
柳 

川
田
　
静
江

初
暦
わ
が
喜
寿
の
日
に
ま
る
印

 

持
田 

田
子
　
敏
枝

月
凍
つ
る
優
し
き
友
の
訃
報
あ
り

 

佐
間 

須
永
　
節
子

若
水
を
供
え
て
ひ
と
り
茶
を
す
す
る

 

持
田 

園
部
　
貞
雄

試
歩
伸
ば
す
梅
の
か
お
り
に
誘
わ
れ
て

 

旭
町 

大
川
　
恵
子

陸
王
の
ロ
ケ
追
い
か
け
る
年
の
暮

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

第
55
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

 

「
自
動
車
板
金
」で
金
メ
ダ
ル
を
受
賞

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

大
野 

諒
雅 

さ
ん
（
長
野
・
22
歳
）

めましてはじ ○ 2月1日㈭～28日㈬に電話またはEメールで広
報広聴課広報広聴担当（内線318）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、3月2日㈮午前11時から
市役所203会議室で公開抽選を行います。

角
　
優ゆ
う
き喜 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
29
年
2
月
12
日
生
ま
れ

父
・
正
喜
さ
ん　
母
・
尚
美
さ
ん

「
元
気
に
優
し
い
子
に

 

育
っ
て
ね
！
」

佐
藤
　
舞ま
ひ
ろ優 

ち
ゃ
ん （
野
）

平
成
29
年
2
月
10
日
生
ま
れ

父
・
考
浩
さ
ん　
母
・
佳
菜
子
さ
ん

吉
田
　
帆ほ
の
か花 

ち
ゃ
ん （
中
央
）

平
成
29
年
2
月
3
日
生
ま
れ

父
・
博
行
さ
ん　
母
・
史
子
さ
ん

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い　

 

優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！
」

「
笑
顔
を
絶
や
さ
ず　

 

健
や
か
に
♡
」

中
村
　
心こ
は
る春 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
29
年
2
月
5
日
生
ま
れ

父
・
健
太
さ
ん　
母
・
幸
子
さ
ん

「
可
愛
い
ヤ
ン
チ
ャ
ガ
ー
ル
☆
」

浜
川
　
太た
い

陽よ
う 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

平
成
29
年
2
月
28
日
生
ま
れ

父
・
史
弥
さ
ん　
母
・
楓
さ
ん

市
川 

ひ
ま
り 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
29
年
2
月
5
日
生
ま
れ

父
・
亮
さ
ん　
母
・
葵
さ
ん

「
ニ
コ
ニ
コ
元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

「
お
姉
ち
ゃ
ん
と

 

仲
良
く
し
て
ね
！
」

★★★ 平成29年 2月生まれ のおともだち ★★★

平成29年4月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役　久保 公人
【事業内容】 粗大ゴミ回収、遺品整理、生
前整理、ハウスクリーニング
【所在地】 埼玉4173―2

　
平
成
23
年
2
月
に
創
業
し
た
株
式
会
社
イ

ズ
ミ
は
遺
品
整
理
を
中
心
に
、
引
っ
越
し
ご

み
や
自
分
で
は
困
難
な
物
の
片
づ
け
な
ど
を

行
っ
て
い
る
企
業
で
す
。

　
同
社
に
は
代
表
取
締
役
の
久
保
公
人
さ
ん

を
は
じ
め
、
遺
品
整
理
の
取
り
扱
い
手
順
や

法
規
な
ど
の
知
識
を
有
す
る
「
遺
品
整
理

士
」
が
在
籍
。「
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
た
ら

い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
依
頼
者
に
寄
り

添
い
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
社
員
が
丁
寧
か

つ
迅
速
に
作
業
に
当
た
り
ま
す
」
と
久
保
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
遺
品
整
理
で
は

亡
く
な
っ
た
方
や
残
さ
れ
た
家
族
の
思
い
に

配
慮
し
、
一
つ
一
つ
確
認
し
な
が
ら
持
ち
物

を
仕
分
け
て
い
き
ま
す
。
立
ち
合
い
が
で
き

な
い
場
合
で
も
、
写
真
を
撮
り
電
話
で
確
認

す
る
な
ど
状
況
に
合
わ
せ
柔
軟
に
対
応
。
自

力
で
行
う
と
1
、
2
年
か
か
る
こ
と
も
あ
る

遺
品
整
理
を
1
部
屋
に
つ
き
1
時
間
程
の
速

さ
で
片
付
け
て
い
き
ま
す
。
作
業
中
は
、
特

に
依
頼
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
、

社
名
の
入
っ
て
い
な
い
ト
ラ
ッ
ク
で
現
場
に

赴
き
、
近
隣
の
方
に
も
作
業
内
容
は
話
さ
な

い
な
ど
細
か
な
心
遣
い
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
遺
品
整
理
と
併
せ
て
家
屋
の
解
体
や
売

却
、
相
続
の
相
談
が
あ
る
場
合
に
も
、
地
元

の
不
動
産
会
社
を
紹
介
す
る
な
ど
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
問
題
解
決
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

作
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
な
お
、
作
業
で
発

生
し
た
不
用
品
は
20
種
類
以
上
に
分
別
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
へ
。
使
用
で
き
る
物
は
市

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
無
償
で
譲
渡
し
た
り
、

海
外
へ
輸
出
し
た
り
と
廃
棄
物
の
抑
制
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
同
社
で
は
社
員
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
毎
回
利
用
者
に
記
入
し
て
も
ら
う
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
た
改
善
点
の
共
有
に
よ

り
、
接
遇
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
専
門
知
識
の
習
得
に
も
積
極
的
で
、
当
初

1
人
だ
っ
た
遺
品
整
理
士
も
現
在
は
3
人
に

増
え
ま
し
た
。

　
久
保
さ
ん
は
今
後
に
つ
い
て
「
終
活
セ
ミ

ナ
ー
で
の
講
演
依
頼
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

機
会
を
生
か
し
て
遺
品
整
理
の
認
知
度
を
よ

り
高
め
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
悩
ん
で

い
る
方
の
力
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
同
社
は
残
さ
れ
た
家
族
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
思
い
の
詰
ま
っ
た
遺
品

に
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
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▼
日
時
　
3
月
4
日
㈰
午
前
9
時
〜

11
時
（
午
前
8
時
45
分
か
ら
受
け
付

け
）
※
小
雨
決
行　

▼
集
合
場
所
　

市
役
所
正
面
玄
関
前　
▼
内
容
　
郷

土
の
歴
史
と
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す
る　
▼
参
加
条

件
　
1
万
歩
以
上
歩
け
る
方　
▼
参

加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
持
っ
て
い
る

方
は
双
眼
鏡
（
7
〜
8
倍
）　
▼
そ

の
他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
歩
き

や
す
い
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
☎
５
６
４
―
３
０
０
０

▼
期
間
　
2
月
1
日
㈭
〜
28
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

▼
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時　

▼
場
所
　
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
郵
便
局
ロ

ビ
ー
（
壱
里
山
町
13
―
2
）　
▼
内

容
　
明
治
〜
大
正
時
代
の
子
ど
も
の

年
賀
状
を
展
示　

▼
問
　
栗
原
☎

０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

第
29
回
「
未
来
へ
残
し
た
い
行
田

の
自
然
八
景
」
ウ
ォ
ー
ク
in
旧
行

田
市
街
地
の
路
地
と
足
袋
蔵
巡
り

郵
便
局　
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー

年
賀
は
が
き
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

▼
日
時
　
3
月
25
日
㈰
【
1
回
目
】

午
前
11
時
15
分
【
2
回
目
】
午
後
2

時
15
分　

▼
場
所
　
忍
城
址
※
雨

天
・
荒
天
の
場
合
「
観
光
情
報
館
ぶ

ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う
だ
」
店
内　
▼
出

演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
、
地
元
ミ
ュ
ー
ジ

シ
ャ
ン　

▼
観
覧
無
料
　
▼
主
催
　

㈲
ポ
ッ
プ
企
画　

▼
問
　
同
社
☎

５
５
４
―
０
７
８
９

▼
日
時
　
2
月
17
日
㈯
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
、
18
日
㈰
午
前
9
時
〜
午

後
4
時　
▼
場
所
　
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
（
さ
い
た
ま
市
中
央

区
新
都
心
8
）　
▼
内
容
　
ス
ポ
ー

ツ
サ
イ
ク
ル
や
子
ど
も
乗
せ
自
転
車

な
ど
の
試
乗
、
自
転
車
関
連
グ
ッ
ズ

な
ど
の
展
示
販
売
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
な
ど　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　

埼
玉
サ
イ
ク
ル
エ
キ
ス
ポ
実
行
委
員

会
事
務
局
（
県
広
聴
広
報
課
内
）
☎

０
４
８
―
８
３
０
―
２
８
２
６

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使　

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
♯
81

埼
玉
サ
イ
ク
ル
エ
キ
ス
ポ

２
０
１
８

▼
日
時
　
2
月
17
日
㈯
午
前
9
時
〜

10
時
（
午
前
8
時
45
分
集
合
）
※
雨

天
中
止　
▼
集
合
場
所
　
総
合
公
園

管
理
棟
前　
▼
内
容
　
総
合
公
園
を

愛
着
の
あ
る
公
園
に
す
る
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
を
行
う　
▼

持
ち
物
　
清
掃
用
の
手
袋
、
ご
み
袋 

▼
主
催
　
行
田
の
ま
ち
を
ゴ
シ
ゴ
シ

委
員
会　
▼
そ
の
他
　
清
掃
活
動
を

中
止
す
る
場
合
は
前
日
に
判
断
し
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
周
知
し
ま
す
。　
▼
問
　

同
委
員
会
事
務
局
（
都
市
計
画
課

内
・
内
線
５
６
０
４
、
管
理
課
内
・

内
線
５
７
０
４
）

▼
日
時
　
3
月
11
日
㈰
午
前
10
時
開

演　
▼
場
所
　
佐
間
公
民
館
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
人
形
劇
「
こ
び
と
の
笛
」

「
3
び
き
の
こ
ぶ
た
」
の
上
演
、
行

田
お
や
こ
劇
場
の
子
供
た
ち
に
よ
る

コ
ン
ト
、
手
品
な
ど　
▼
参
加
無
料
　

▼
主
催
　
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会　
▼
後
援
　
行
田
市
教

イ
ベ
ン
ト

総
合
公
園
の
清
掃
活
動

第
24
回

こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時
　
3
月
3
日
㈯
午
後
0
時
20

分
〜
4
時
30
分
、
3
月
４
日
㈰
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時　

▼
場

所
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー　
▼
内
容
　

【
3
日
】
作
品
展
示
、
将
棋
・
囲
碁

大
会
他
【
４
日
】
作
品
展
示
、
芸
能

発
表
、
お
茶
会
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

豚
汁
・
餅
つ
き
な
ど
の
飲
食
コ
ー

ナ
ー
他　
▼
主
催
　
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

▼
問
　
同
セ
ン
タ
ー
☎
５
５
９
―

１
３
９
９

第
24
回
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

育
委
員
会　
▼
問
　
行
田
お
や
こ
劇

場
事
務
局
☎
０
９
０
―
３
８
１
６
―

５
３
７
４

▼
日
時
　
2
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　
▼
集
合
場
所
　
利
根
導

水
総
合
事
業
所
ま
た
は
北
鴻
巣
駅
北

口　
▼
内
容
　
利
根
大
堰
の
施
設
お

よ
び
実
施
中
の
大
規
模
改
修
工
事
の

見
学
を
す
る　

▼
対
象
　
小
学
生

以
上　

▼
定
員
　
60
人
（
先
着
順
）　

▼
申
・
問
　
2
月
16
日
㈮
ま
で
に
電

話
で
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
利

根
導
水
総
合
事
業
所
☎
５
５
７
―

１
５
０
１

▼
日
時
　
2
月
10
日
㈯
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　

▼
内
容
　
忍
藩
こ
ど
も

塾
生
ら
に
よ
る
漢
詩
・
古
典
な
ど

の
素
読
や
朗
唱
の
披
露
他　

▼
定

員
　
５
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
入

場
無
料
　
▼
主
催
　
公
益
財
団
法
人

忍
郷
友
会　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育

委
員
会　
▼
問
　
同
会
☎
５
５
６
―

９
０
０
０
（
火
・
金
曜
日
の
午
前
10

時
〜
午
後
4
時
）

利
根
導
水
管
理
50
周
年

記
念
特
別
施
設
見
学
会

藩
校
教
育
を
現
代
に
活
か
す

第
2
回
朗
唱
ま
つ
り

▼
活
動
日
時
　
4
月
1
日
㈰
午
前
6

時
30
分
〜
正
午　
▼
場
所
　
古
代
蓮

の
里　
▼
内
容
　
飲
み
物
の
配
布
や

選
手
誘
導
な
ど　
▼
対
象
　
15
歳
以

上
の
方　

▼
そ
の
他
　
3
月
下
旬

に
事
前
説
明
会
を
実
施　
▼
申
・
問
　

2
月
21
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
鉄
剣
マ

ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）
☎
５
５
６

―
８
３
３
６ 募　

　
集

陸
王
杯
第
34
回
行
田
市
鉄
剣

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加須市 
スポーツクライミング
日本選手権大会（リード）
　「クライミングのまち」加須市
で、全国から選抜されたトップク
ライマーたちが繰り広げる白熱し
た戦い、最高のパフォーマンスを
ぜひご覧ください。
▶期    日　 3月3日㈯男女予選、

4日㈰男女準決勝・
決勝

▶場    所　 加須市民体育館（加
須市下三俣590）

▶問い合わせ　 同館☎0480―62―
6123

羽生市 
ご当地マンホールカードを配布しています
　下水道に興味を持っていただくきっ
かけと観光振興のため、デザインされ
たマンホールのふたを作製し、キヤッ
セ羽生に設置。マンホールには、一級
河川「中川」でムジナもんが藍染めし
ている様子がデザインされています。
これに併せ、同デザインのマンホール
カードを配布しています。
▶配布場所　 キヤッセ羽生むじなも

市場（羽生市三田ヶ谷
1725）

▶そ の 他　1人1枚まで
▶問い合わせ　 キヤッセ羽生 ☎565―

5255

北彩タウン情報 ～ でかけませんか となりまち ～

　行田市体操連盟では、平成30年度の会員を決定するた
めの抽選会を実施します。
▶日    時　 2月18日㈰午前10時30分開始（午前10時

から受け付け）
▶場    所　行田グリーンアリーナ
▶募集内容　
クラス 対　　象 定員 活動日時

親子クラス 3歳児とその母 25組
毎週水曜日
午後2時30分
　～ 3時30分

幼児クラス 新年中児 30人
毎週水曜日
午後3時30分
　～ 4時30分

1年生クラス 新小学1年生 若干名
毎週水曜日
午後4時30分
　～ 5時30分

Kコース 新年長児 10人 毎週土曜日
午後2時～ 3時

▶費    用　【入会金】2,500円
　　　　　　【月会費】2,500円
▶問い合わせ　 同連盟事務局若林☎090―3091―1781

行田市体操連盟 平成30年度会員抽選会

広告広告
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人口82,051人（－55） 男40,784人（－10） 女41,267人（－45） 世帯数34,420世帯（19）
12月中の異動　出生49人　転入等167人　死亡82人　転出等189人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

「
行
田
足
袋
コ
レ
２
０
１
７
」

パ
ネ
ル
展
示
会

▼
日
時
　
2
月
15
日
㈭
〜
19
日
㈪

午
前
9
時
〜
午
後
9
時　

▼
場
所
　

商
工
セ
ン
タ
ー
パ
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー

ル　

▼
内
容
　「
行
田
足
袋
コ
レ

２
０
１
７
」
参
加
者
を
中
心
と
し
た

コ
ン
テ
ス
ト
の
模
様
の
パ
ネ
ル
写
真

展
示　
▼
入
場
無
料
　

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
2
月
17
日
㈯
午
後
2
時

上
映　

▼
上
映
作
品
　「
黄
昏
」（
上

映
時
間
１
１
２
分
）　
▼
入
場
無
料
　

▼
定
員
　
３
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
そ
の
他
　
整
理
券
は
あ
り
ま
せ

ん
。直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
賑
わ
い″
感
謝
祭
〞

〜
音
楽
と
菓
子
の
祭
典
〜

▼
日
時
　
2
月
25
日
㈰
午
前
9
時
〜

午
後
4
時　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
　【
菓
子
の
祭
典
】

各
店
舗
の
和
菓
子
・
洋
菓
子
販
売
、

コ
コ
ア
・
甘
酒
の
無
料
配
布
【
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
】
午
前
10
時
30

分
：
魂
刀
流
武
州
芳
斬
会
（
演
舞
）、

午
前
11
時
・
午
後
2
時
：
潮
崎
ひ
ろ

の
さ
ん
（
歌
）、
午
後
1
時
10
分
：

忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
（
演
舞
）、

午
後
1
時
30
分
：
ジ
ュ
ニ
ア
＆
Ｌ
Ｔ

ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
）、

午
後
2
時
30
分
：
さ
き
た
ま 

く
ら

り
ね
っ
と
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
（
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
）、
午
後
3
時
：

デ
ュ
オ
・
コ
フ
レ
（
フ
ル
ー
ト
と
ピ

ア
ノ
）【
は
に
わ
づ
く
り
体
験
】
1
人

当
た
り
５
０
０
円
※
当
日
受
け
付
け

【
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う
だ
イ
ベ
ン

ト
】
仮
設
店
舗
販
売
（
ゼ
リ
ー
フ
ラ

イ
、
パ
ス
タ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
）、

足
袋
の
試
着
販
売　
▼
入
場
無
料
　

古
代
蓮
の
里

売
店
出
店
登
録
業
者
募
集

　
古
代
蓮
の
里
売
店
で
は
、
弁
当
、

野
菜
、
土
産
品
、
蓮
に
関
連
す
る
雑

貨
な
ど
を
出
品
す
る
業
者
を
募
集
し

ま
す
。

▼
応
募
条
件
　
次
の
①
〜
④
の
全
て

を
満
た
し
て
い
る
業
者　
①
市
内
に

事
業
所
を
置
い
て
い
る
こ
と　
②
来

園
者
の
利
便
に
役
立
つ
も
の
を
販
売

で
き
る
こ
と　
③
一
年
を
通
じ
て
継

続
的
に
商
品
を
出
品
で
き
る
こ
と　

④
法
人
税
ま
た
は
市
県
民
税
を
完
納

し
て
い
る
こ
と　
▼
申
　
古
代
蓮
会

館
で
配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
載
し
、
2
月
28
日
㈬
午
後
4
時

ま
で
に
同
館

【住民基本台帳人口】
（平成30年1月1日現在）

▼
日
時
　
3
月
17
日
㈯
午
前
9
時
〜

正
午
（
午
前
8
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
）　
▼
場
所
　「
行
田
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
」
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼
対

象
　
市
内
の
小
学
生
と
「
親
子
二
人

と
び
」
に
参
加
す
る
保
護
者　
▼
参

加
費
　
一
人
２
０
０
円
（
児
童
の

み
）
※
保
険
料
な
ど　
▼
競
技
種
目
　

個
人
の
部
6
種
目
（
各
学
年
種
目
の

中
か
ら
2
種
目
ま
で
出
場
可
）、
団

体
の
部
2
種
目　
▼
申
　
2
月
1
日

㈭
午
前
8
時
30
分
〜
23
日
㈮
午
後
5

時
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
申
込
用

紙
に
参
加
費
を
添
え
て
直
接
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課　
▼
問
　
同
課
☎
５
５
６

―
８
３
３
６

▼
日
時
　
2
月
14
日
㈬
午
後
4
時
〜

5
時
30
分　
▼
場
所
　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア

イ
ト
ピ
ア
（
持
田
２
７
９
２
―
１
）　

▼
講
師
　
辻
松
律
男
さ
ん
（
株
式

会
社
Ｍ
＆
Ａ 

Ｂ
ｉ
ｚ
代
表
取
締
役
）　

ス
ポ
ー
ツ

第
29
回

行
田
市
な
わ
と
び
大
会

講
演
会
・
講
座

講
演
会
「
山
一
証
券
破
綻

を
教
訓
に
し
て
」

工
の
基
礎
技
能
を
習
得
す
る　
▼
定

員
　
15
人

▼
そ
の
他
　
受
講
料
な
ど
詳
細
は
、

も
の
つ
く
り
大
学
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
▼
申
・
問
　
2
月
28
日

㈬
ま
で
に
同
大
学
建
設
学
科
事
務
☎

５
６
４
―
３
８
４
９
（
月
〜
金
曜
日

の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

▼
日
時
　
3
月
1
日
㈭
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所
　
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

4
階
ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
（
さ
い
た
ま
市

大
宮
区
桜
木
町
1
―
7
―
5
）　
▼

内
容
　
渡
部
潤
一
さ
ん
（
自
然
科
学

研
究
機
構
国
立
天
文
台
副
台
長
・
教

授
）
に
よ
る
講
演
「
宇
宙
生
命
は
存

在
す
る
か
？
―
天
文
学
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
―
」　
▼
定
員
　
３
０
０
人　

▼
受
講
無
料
　
▼
申
　
2
月
16
日
㈮

ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明

記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
（
一
社
）
埼
玉

県
経
営
者
協
会
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
４
８

―
６
４
１
―
０
９
２
４　
▼
問
　
同

大
学
☎
５
６
４
―
３
８
９
５

▼
日
時
　
3
月
3
日
㈯
午
後
1
時

30
分
開
演
（
午
後
0
時
30
分
開
場
）　

も
の
つ
く
り
大
学

特
別
公
開
講
座

公
益
財
団
法
人
忍
郷
友
会　

読
書
推
進
実
行
委
員
会

第
15
回
記
念
講
演
会

▼
場
所
　
ベ
ル
ヴ
ィ
ア
イ
ト
ピ
ア
3

階
シ
ャ
ン
ボ
ー
ル
（
持
田
２
７
９
２

―
1
）　
▼
演
題
　「
語
り
と
朗
読
と

読
み
聞
か
せ
」　
▼
講
師
　
平
野
啓

子
さ
ん
（
語
り
部
・
か
た
り
す
と
）　

▼
定
員
　
２
５
０
人　
▼
入
場
無
料
　

▼
主
催
　
公
益
財
団
法
人
忍
郷
友
会　

▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど　

▼
申
　

各
公
民
館
に
設
置
し
た
チ
ラ
シ
の
申

込
書
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
記
入
の

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
事
務
局
ま
た
は

宮
脇
書
店
行
田
店　
▼
問
　
同
会
事

務
局
☎
５
５
６
―
９
０
０
０
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
５
６
４
―
３
０
２
０
（
火
・
金

曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）
ま

た
は
同
店
☎
５
５
４
―
６
３
０
０

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
３
―
７
５
０
０

▼
日
時
　
2
月
16
日
㈮
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ

Ａ
ぎ
ょ
う
だ
第
2
学
習
室　
▼
内
容
　

身
近
な
異
常
気
象
災
害
の
事
例
や
注

意
点
・
対
策
に
つ
い
て
熊
谷
地
方
気

象
台
の
専
門
家
に
学
ぶ　

▼
定
員
　

50
人　
▼
参
加
無
料
　
▼
主
催
　
行

田
環
境
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム　
▼
申
・

問
　
國
井
☎
５
５
６
―
４
１
８
８

第
28
回
環
境
公
開
学
習
会

「
防
災
気
象
情
報
を
活
用
し
て

災
害
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
」

▼
日
時
　
2
月
24
日
㈯
【
講
演
】
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
【
個
別
相
談
】

午
後
3
時
15
分
〜
4
時
45
分　

▼

場
所
　
中
央
公
民
館
第
3
学
習
室

（「
み
ら
い
」
内
）　

▼
内
容
　「
終

活
と
相
続
（
相
続
の
基
礎
知
識
）」

「
失
敗
事
例
か
ら
学
ぶ
相
続
」　
▼

講
師
　
木
村
義
昭
、
飯
島
広
樹
（
い

ず
れ
も
行
政
書
士
）　
▼
参
加
無
料
　

▼
そ
の
他
　
個
別
相
談
を
希
望
す
る

方
は
事
前
予
約
が
必
要　
▼
問
　
後

見
・
遺
言
・
相
続
手
続
き
研
究
会

（
飯
島
行
政
書
士
事
務
所
内
）
☎

５
９
８
―
３
９
１
５

▼
期
日
・
場
所
　
2
月
20
日
㈫
・
産

業
文
化
会
館
第
1
会
議
室
、
3
月
20

日
㈫
同
館
第
3
会
議
室　

▼
時
間
　

午
前
11
時
〜
午
後
0
時
30
分　
▼
内

容
　
正
し
く
便
利
な
使
い
方
を
学

び
、
料
金
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
被
害
を

防
ぐ　

▼
講
師
　
加
納
桂
輔
（
Ｆ

Ｐ
技
能
士
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題

研
究
家
）　

▼
定
員
　
10
人
（
先
着

順
）　
▼
参
加
費
　
3
千
９
８
０
円

（
1
回
分
）　
▼
持
ち
物
　
ス
マ
ー

第
72
回　
相
続
・
遺
言
の

勉
強
会
・
個
別
相
談

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

タ
ブ
レ
ッ
ト 

入
門
講
座

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
貸
し
出

し
あ
り
）　

▼
後
援
　
行
田
市　

▼

申
・
問
　
2
月
1
日
㈭
〜
3
月
18
日

㈰
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
す
ぎ
と
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

ク
ラ
ブ
加
納
☎
０
４
８
０
―
３
１
―

０
０
５
５

▼
日
時
　
2
月
17
日
㈯
午
後
2
時
〜

4
時　

▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
１
研
修
室　
▼
内
容
　
植
山
直

人
（
行
田
協
立
診
療
所
所
長
）、
早

田
幸
夫
（
歯
科
医
師
）
に
よ
る
講

演
「
在
宅
医
療
・
在
宅
歯
科
医
療
」　

▼
入
場
無
料
　
▼
問
　
行
田
協
立
診

療
所
柴
田
☎
５
５
６
―
４
５
８
１

市
民
公
開
講
座

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）　

▼
参

加
無
料
　
▼
主
催
　
行
田
武
蔵
野

会　
▼
申
　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
武
蔵
野

銀
行
行
田
支
店
【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
５
５
４

―
９
６
８
０　
▼
問
　
同
会
事
務
局

（
同
銀
行
行
田
支
店
）
☎
５
５
６
―

３
１
９
５

▼
日
時
　
2
月
21
日
㈬
午
後
6
時
30

分
開
会　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
１
研
修
室　

▼
演
題
　
9
条

改
憲
で
日
本
は
ど
う
な
る
？
「
今

こ
そ
9
条
を
活
か
す
真
の
平
和
国

家
に
」　
▼
講
師
　
伊
藤
千
尋
さ
ん

（
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　
▼
入

場
無
料
　
▼
主
催
　
9
条
改
憲
Ｎ
Ｏ 

２
．
２
１
伊
藤
千
尋
講
演
会
実
行
委

員
会　
▼
問
　
埼
玉
土
建
行
田
羽
生

支
部
☎
５
５
３
―
２
３
２
１

初
級
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容
　
木
造
建
築
に
関
わ
る
設

計
、
制
作
、
修
復
な
ど
を
基
礎
か
ら

学
ぶ　
▼
定
員
　
5
人

日
曜
大
工
コ
ー
ス
（
1
年
制
）

▼
内
容
　
趣
味
と
実
益
の
た
め
に
木

伊
藤
千
尋
講
演
会

も
の
つ
く
り
大
学

市
民
工
房
受
講
生

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

広告広告



　

行
田
町
は
阿
部
家
が
藩
主
と
な
っ
た
寛
永
年
間

か
ら
城
下
町
と
し
て
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
館
林
道
が
通
り
宿
場

町
の
機
能
を
持
つ
行
田
町
に
は
、
公
用
で
通
行
す

る
人
の
宿
泊
や
休
憩
の
た
め
の
本
陣
・
脇
本
陣
や
、

人
馬
の
継
ぎ
送
り
を
す
る
問
屋
場
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
公
の
業
務
を
含
め
た
町
政
全
体
を

担
っ
た
の
は
、
町
年
寄
や
表お
も

立だ
ち

と
い
っ
た
町
役
人

た
ち
で
し
た
。

　
町
年
寄
は
い
ず
れ
も
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初

期
に
か
け
て
行
田
町
に
移
住
し

て
き
た
と
伝
え
ら
れ
る
旧
家
で

す
。
江
戸
時
代
後
期
に
は
、
吉

羽
家
、
梅
沢
家
と
、
古
橋
家
と

樋
口
家
が
そ
れ
ぞ
れ
二
家
の
計

6
家
が
あ
り
ま
し
た
。
藩
か
ら

苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
藩
主
へ

の
年
頭
へ
の
挨
拶
な
ど
で
は
、

割
役
名
主
や
村
の
名
主
よ
り
上

座
と
な
り
ま
し
た
。
二
家
が
一

組
と
な
り
月
番
で
町
会
所
に
詰

め
て
勤
務
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、
町

年
寄
梅
沢
家
が
公
務
上
の
記
録

を
記
し
た
日
記
で
す
。
梅
沢

家
の
初
代
図ず

書し
ょ

は
文
禄
元
年

（
１
５
９
２
）
に
下
野
国
足
利
助
戸
村
か
ら
行
田
町

に
移
住
し
、
二
代
目
の
図
書
か
ら
十
一
代
覚
次
郎
ま

で
代
々
町
年
寄
を
勤
め
ま
し
た
。
町
年
寄
の
屋
敷
は

新
町
か
ら
上
町
に
続
く
丁
字
路
付
近
に
集
中
し
て
い

ま
し
た
が
、
梅
沢
家
の
屋
敷
も
現
在
の
埼
玉
り
そ
な

銀
行
付
近
に
あ
り
、
脇
本
陣
を
兼
ね
て
い
ま
し
た
。

　
日
記
は
文
政
2
年
（
１
８
１
９
）
か
ら
慶
応
4
年

（
１
８
６
８
）
ま
で
27
冊
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
二

人
一
組
で
勤
務
に
あ
た
り
ま
す
か
ら
、
一
年
で
役
目

を
果
た
す
の
は
4
カ
月
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の

月
の
分
の
記
録
が
作
成
さ
れ
た

よ
う
で
す
。
町
年
寄
は
藩
か
ら

の
通
達
を
町
人
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
町
人
か
ら
も
さ
ま
ざ

ま
な
願
書
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
梅
沢
ら
は
こ
れ
ら
の
願
書

や
行
田
町
で
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
出
来
事
を
藩
に
上
申
し
て

お
り
、
日
記
に
は
こ
れ
ら
の
案

件
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
御
用
日
記
は
江
戸
時
代
後

期
の
行
田
町
で
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
起
き
て
い
た
か
を
知

る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

 （
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）

市
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
30
年
2
月
１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
860

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜

23

行
田 

歴
史
系
譜
287

行
田
町
年
寄
梅
沢
家
御
用
日
記 

市
指
定
文
化
財

　1月7日、平成30年行田市新成人を祝う会が649人の参
加のもと、産業文化会館で行われました。

　華やかな振り袖や紋付きはかま姿などで同級生との再会を喜び、笑顔で
記念写真を撮り合う新成人たち。これまで支えてくれた方々への感謝の気持
ちと大人としての自覚を胸に、それぞれが輝かしい門出を迎えているようで
した。

　人々が生き生きとチャレンジできる地域社会の構築を目指し、福祉の増進
や社会教育の推進に関する活動を行っているのが「特定非営利活動法人チャ
レンジプロジェクト」です。
　平成19年に設立され、現在、会員は約10人。毎月の定例会に加え、郷土博
物館で絵画展や写真展を開催したり、市内のイベントでペルーの民族舞踊
「マリネラ」を披露したりと、これまで「心の癒やし」をテーマとしたさまざま
な事業を展開してきました。
　現在、特に力を入れているのが「ロコモーショントレーニング」と呼ばれ
る、骨や関節、筋力などの機能を向上させる軽い運動を組み合わせたトレー
ニングです。「健康長寿社会」の実現に向け、要介護や寝たきりなどの状態を
予防するため、スポーツ科学トレーナーを講師に招き、いきいきサロンなど
と協同で行っています。
　これからも、ジャンルにとらわれず時代のニーズに応じた活動を目指した
いと話す会員の皆さん。そのチャレンジが、人々が生き生きと活躍していく
きっかけとなっていくことでしょう。

【代表理事】東　 隆俊　【電話】556―5724 ロコモーショントレーニング測定風景
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梅沢家御用日記

みんな　チカラの

特定非営利活動法人
チャレンジプロジェクト

～市民公益活動団体紹介～⑭


